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アトムブランドは信頼と高品質の証。これからも快適な暮らしを支えていきます。アトムブランドは信頼と高品質の証。これからも快適な暮らしを支えていきます。
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古今東西たてものがたり

住まいに役立つ仲間たち

Vegetable Atelier

石の神様・仏様

What is ATOM? 

幸せの国への静かな道

SLOWでいこう

オフタイム

東京都中央区　髙島屋日本橋店

家の中にある秘密の空間『押し入れ』

トレビス

ついてない ? それとも憑いている ?

2016 春の新作発表会レポート

四国　徳島─高知─愛媛─香川

屋久島・2  屋久島・森の旅人

3

7

9
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11

13

17

18

熊本地震で被災された皆さまへ心よりお見舞い申し上げます。

今号の表紙 写真　トレビス

photo by 吉田周平

1981年神奈川県南足柄市生まれ。千葉県八千代市

在住。娘の誕生をきっかけに写真に出会う。あるが

ままの日常を独自の視点で撮影する。

ものづくりの町として多くの工場が軒を連ねる東京大田区。なかでも

大正から昭和にかけてモダンな文化を創出してきた蒲田の地で誕生

した「蒲田切子」は、2015年経済産業省「The Wonder 500 TM」にも

認定された、今話題の江戸切子です。

「玉模様」をモチーフにした、やわらかな曲線を描く蒲田切子の代表

柄「水鏡」は、指に触れたときのなめらかな感触がほかの切子とは一

線を画していることを教えてくれます。飽きのこない美しい文様を愛

でながら、辛口の冷酒でもいかがでしょう。

6蒲田切子 GUINOMI　水鏡

巻末のハガキ・FAXまたはホームページの
アンケートにお答えいただいた方のなかから抽選で
4名様にプレゼントいたします。

締め切り　2016年 7月31日（日）

職人・金属・手しごとをキーワードに、

こだわりのアイテムを取り揃えています。

どうぞお気軽にお立ち寄りください。

読者プレゼント

［サイズ］　口径約50mm×高さ60mm　［満量容量］　約 50cc　［材質］　ソーダガラス
［販売価格］　9,000円+消費税　＊桐箱入り

4当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます

ギャラリーショップKANAGU
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♪
お
江
戸
日
本
橋
七
つ
立
ち
〜
の
歌
で
も
知
ら
れ
る
日
本
橋
。

江
戸
時
代
か
ら
商
業
・
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
、
現
在
も
日
本
を
代
表
す
る
金
融
街
で

あ
り
、
老
舗
の
百
貨
店
な
ど
の
商
業
施
設
が
軒
を
連
ね
る
。

そ
の
一
つ
が
江
戸
時
代
末
期
に
創
業
し
た
髙
島
屋
日
本
橋
店
で
あ
る
。

西
洋
と
東
洋
が
融
和
し
た
建
築
美
を
誇
る
髙
島
屋
日
本
橋
店
は
、

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）、
百
貨
店
建
築
と
し
て
初
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

東
京
都
中
央
区
・
髙
島
屋
日
本
橋
店

取
材
・
文

　倉
田
ひ
さ
し

　撮
影

　大
垣
善
昭

建
物
全
体
が
意
匠
的
に
優
秀
で
あ
り
、「
建
築

作
品
と
し
て
完
成
度
が
高
く
、
わ
が
国
の
百
貨

店
建
築
を
代
表
す
る
も
の
」
と
評
価
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　こ
の
三
つ
の
「
初
め
て
」
を
含
め
、「
時
代
を

先
取
り
す
る
革
新
の
心
」
が
、
髙
島
屋
日
本
橋

店
を
語
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。

　
西
洋
と
東
洋
趣
味
の
融
和

　髙
島
屋
の
創
業
は
天
保
二
年（
一
八
三
一
年
）、

徳
川
家
斉
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
店
名
の
由

来
は
創
業
者
の
義
父
が
琵
琶
湖
西
岸
の
高
島
郡

（
現
・
高
島
市
）
の
出
身
だ
っ
た
こ
と
か
ら
。

義
父
は
商
才
に
た
け
た
近
江
商
人
で
、
米
穀
商

「
髙
島
屋
」
を
営
ん
で
い
た
。
そ
の
屋
号
を
譲

り
受
け
、
京
都
・
烏
丸
に
開
い
た
間
口
二
間
半

ほ
ど
の
古
着
・
木
綿
商
の
店
が
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

　東
京
進
出
は
明
治
三
十
三
年
。
当
時
の
京
橋

区
に
第
一
号
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
大
正
十

二
年
の
関
東
大
震
災
の
被
害
に
あ
っ
て
焼
失
。

三
つ
の
初
め
て
と
革
新
の
心

　髙
島
屋
日
本
橋
店
に
は
、
三
つ
の
「
初
め
て
」

が
あ
る
。

　一
つ
は
ビ
ル
が
竣
工
し
た
昭
和
八
年
、
日
本

の
百
貨
店
と
し
て
初
め
て
「
全
館
冷
暖
房
」
を

完
備
し
た
こ
と
。
当
時
の
宣
伝
コ
ピ
ー
は
「
東

京
で
暑
い
と
こ
ろ
、
髙
島
屋
を
出
た
と
こ
ろ
」

「
日
本
橋
で
軽
井
沢
の
涼
し
さ
を
」
で
あ
っ
た
。

　当
時
の
東
京
で
全
館
暖
房
さ
え
珍
し
く
、
ま

し
て
冷
房
の
き
い
た
店
内
は
庶
民
の
注
目
の
的

で
あ
っ
た
。

　二
つ
め
は
、
昭
和
四
十
年
に
初
め
て
「
屋
上

パ
ー
キ
ン
グ
」
を
設
置
し
た
こ
と
。
現
在
は
再

開
発
工
事
の
た
め
閉
鎖
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

車
ご
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
が
れ
る
屋
上
パ
ー

キ
ン
グ
は
、
物
珍
し
さ
も
あ
っ
て
大
き
な
話
題

と
な
っ
た
。

　そ
し
て
三
つ
め
は
、
平
成
二
十
一
年
に
百
貨

店
建
築
と
し
て
初
め
て
「
重
要
文
化
財
」
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
だ
。
西
洋
と
東
洋
が
融
和
し
た

の
「
釘
隠
し
」
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。

　店
内
に
足
を
踏
み
入
れ
て
、
ま
ず
眼
に
飛
び

こ
ん
で
く
る
の
は
、
格
天
井
を
支
え
て
立
ち
並

ぶ
巨
大
な
大
理
石
の
柱
。
一
階
と
二
階
の
二
層

分
が
広
い
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
。
柱
の
上

部
に
は
寺
社
建
築
に
見
ら
れ
る
肘ひ

じ
木き

の
デ
ザ
イ

ン
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
雷
文
や
ア
カ
ン
サ
ス
が

浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

　古
典
的
な
西
洋
建
築
を
主
体
と
し
な
が
ら
も
、

さ
り
げ
な
く
東
洋
的
な
趣
味
や
デ
ザ
イ
ン
を
採

り
入
れ
、
見
事
に
融
和
さ
せ
て
い
る
。
近
代
的

な
な
か
に
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
建
築

美
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
。

危
機
を
乗
り
越
え
た
建
築

　だ
が
髙
島
屋
日
本
橋
店
の
八
十
三
年
の
歴
史

の
な
か
で
、
そ
の
建
築
美
が
危
機
に
瀕
し
た
事

件
が
あ
っ
た
。

　昭
和
二
十
年
三
月
の
東
京
大
空
襲
で
あ
る
。

　こ
の
日
、
空
襲
警
報
が
鳴
っ
て
向
か
い
の
丸

善
ビ
ル
に
焼
夷
弾
が
落
ち
て
炎
上
、
髙
島
屋
の

地
下
か
ら
も
火
の
手
が
上
が
っ
た
。
店
内
に
は

五
百
人
ほ
ど
の
買
い
物
客
が
避
難
し
て
い
た
が
、

従
業
員
と
一
緒
に
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
必
死
の
消

火
に
あ
た
っ
た
。
お
か
げ
で
、
周
り
は
一
面
の

焼
け
野
原
に
な
っ
た
が
、
髙
島
屋
は
焼
失
の
危

機
を
免
れ
た
の
だ
。

　し
か
し
戦
後
に
な
っ
て
も
、
次
な
る
危
機
が

襲
う
。
平
成
二
十
三
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災

で
あ
る
。

　地
震
発
生
で
建
物
の
揺
れ
は
あ
っ
た
が
、
耐

震
補
強
工
事
が
完
了
し
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
被

害
は
生
じ
な
か
っ
た
。
だ
が
電
車
な
ど
の
交
通

網
は
ス
ト
ッ
プ
し
、
店
内
に
い
た
三
千
人
ほ
ど

の
人
々
は
身
動
き
が
と
れ
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

　混
乱
の
な
か
、
近
く
に
い
た
帰
宅
困
難
者
も

受
け
入
れ
、
備
蓄
し
て
い
た
水
や
乾
パ
ン
を
供

出
し
た
。
ま
た
夜
に
備
え
、
階
段
や
床
に
段
ボ

ー
ル
や
新
聞
紙
を
敷
い
て
簡
易
休
憩
所
と
し
、

余
震
に
不
安
を
募
ら
せ
な
が
ら
翌
朝
ま
で
の
時

間
を
凌
い
だ
。
後
日
、
多
く
の
感
謝
の
言
葉
が

寄
せ
ら
れ
、
店
舗
と
人
の
絆
を
感
じ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
な
っ
た
。

　そ
の
髙
島
屋
日
本
橋
店
に
、
い
ま
変
化
の
波

が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　周
辺
で
大
規
模
な
再
開
発
計
画
が
進
行
。
二

年
後
に
は
店
舗
の
北
側
と
東
側
に
高
層
ビ
ル
が

竣
工
の
予
定
で
あ
る
。
重
要
文
化
財
と
し
て
の

建
物
も
屋
上
庭
園
や
ア
ー
ケ
ー
ド
が
整
備
さ
れ
、

昭
和
初
期
の
佇
ま
い
を
残
し
つ
つ
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
増
改
築
を

経
た
も
の
の
、
古
さ
の
中
に
も
新
し
さ
の
あ
る

建
築
美
は
受
け
継
が
れ
る
。

　「変
わ
ら
な
い
の
に
新
し
い
」
が
信
条
。

　歴
史
あ
る
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、
時
代
を

先
取
り
す
る
革
新
の
心
は
、
こ
こ
に
も
生
き
て

い
る
。

和洋のデザインモチーフが融合した正面玄関の鉄扉。把手（とって）部分には悪魔から
人を守るといわれるアカンサスの花と雷文が組み合わされた文様が施されている

かつては行列ができた蓮弁文台座の
水飲み場。現在は蓋がされて不使用

大理石の長押部分に釘はないが、
釘隠しがデザインされている

雷文と花弁を組み合わせた幾何学模様の欄間が東洋風な雰囲気を漂わせている

西
洋
と
東
洋
が
融
和
し
た
百
貨
店
建
築

だ
が
震
災
後
の
復
興
は
早
く
、
翌
年
か
ら
銀
座

や
日
本
橋
で
百
貨
店
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
再
興
の
運

び
と
な
り
、
髙
島
屋
も
昭
和
八
年
に
現
在
の
地

に
再
建
さ
れ
た
。

　当
初
、
建
物
の
名
称
は
「
日
本
生
命
館
」
で
、

髙
島
屋
が
借
り
受
け
て
営
業
を
開
始
。
建
築
に

あ
た
っ
て
は
「
東
洋
趣
味
ヲ
基
調
ト
ス
ル
現
代

建
築
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た
。
西
洋
の
歴

史
様
式
に
中
国
や
和
風
建
築
の
意
匠
が
随
所
に

施
さ
れ
て
い
る
。

　外
壁
の
一
階
と
二
階
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は

重
厚
な
花
崗
岩
。
三
階
か
ら
七
階
ま
で
は
総
計

十
八
万
五
千
枚
に
お
よ
ぶ
タ
イ
ル
張
り
。
八
階

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
の
柱
の
間
に
は
ル
ネ
サ

ン
ス
様
式
の
半
円
形
の
ア
ー
チ
窓
が
並
ぶ
。

　そ
の
八
階
部
分
のひ
庇さ

し
に
は
神
社
仏
閣
な
ど
に

見
ら
れ
る
屋
根
の
垂た

る
木き

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
東

洋
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
だ
し
て
い
る
。

　
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
建
築
美

　玄
関
上
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
、
橋
や
寺
社
の

欄
干
に
見
ら
れ
る
擬ぎ

宝ぼ

珠し

を
模
し
た
装
飾
。
そ

の
バ
ル
コ
ニ
ー
を
支
え
る
よ
う
に
「

か蛙え
る

股ま
た

」
の

レ
リ
ー
フ
が
あ
る
。
本
来
、
蛙
股
は
寺
社
建
築

に
お
い
て
蛙
が
股
を
広
げ
た
形
で
上
部
の
荷
重

を
支
え
る
構
造
材
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
装
飾

化
し
て
デ
ザ
イ
ン
的
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
正
面
玄
関
の
重
々
し
い
鉄
扉
に
は
、

中
国
風
の
雷
文
や
西
洋
風
の
ア
カ
ン
サ
ス
の
文

様
が
混
在
。
見
上
げ
れ
ば
花
模
様
の
あ
る
格ご

う

天て
ん

井じ
ょ
うが

あ
り
、
雷
文
や
花
弁
が
描
か
れ
た
「
欄
間
」

が
あ
る
。
ま
た
、
大
理
石
の
長な

げ
押し

に
あ
た
る
場

所
に
は
、
釘
は
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
の
菱
形
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♪
お
江
戸
日
本
橋
七
つ
立
ち
〜
の
歌
で
も
知
ら
れ
る
日
本
橋
。

江
戸
時
代
か
ら
商
業
・
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
、
現
在
も
日
本
を
代
表
す
る
金
融
街
で

あ
り
、
老
舗
の
百
貨
店
な
ど
の
商
業
施
設
が
軒
を
連
ね
る
。

そ
の
一
つ
が
江
戸
時
代
末
期
に
創
業
し
た
髙
島
屋
日
本
橋
店
で
あ
る
。

西
洋
と
東
洋
が
融
和
し
た
建
築
美
を
誇
る
髙
島
屋
日
本
橋
店
は
、

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）、
百
貨
店
建
築
と
し
て
初
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

東
京
都
中
央
区
・
髙
島
屋
日
本
橋
店

取
材
・
文

　倉
田
ひ
さ
し

　撮
影

　大
垣
善
昭

建
物
全
体
が
意
匠
的
に
優
秀
で
あ
り
、「
建
築

作
品
と
し
て
完
成
度
が
高
く
、
わ
が
国
の
百
貨

店
建
築
を
代
表
す
る
も
の
」
と
評
価
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　こ
の
三
つ
の
「
初
め
て
」
を
含
め
、「
時
代
を

先
取
り
す
る
革
新
の
心
」
が
、
髙
島
屋
日
本
橋

店
を
語
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。

　
西
洋
と
東
洋
趣
味
の
融
和

　髙
島
屋
の
創
業
は
天
保
二
年（
一
八
三
一
年
）、

徳
川
家
斉
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
店
名
の
由

来
は
創
業
者
の
義
父
が
琵
琶
湖
西
岸
の
高
島
郡

（
現
・
高
島
市
）
の
出
身
だ
っ
た
こ
と
か
ら
。

義
父
は
商
才
に
た
け
た
近
江
商
人
で
、
米
穀
商

「
髙
島
屋
」
を
営
ん
で
い
た
。
そ
の
屋
号
を
譲

り
受
け
、
京
都
・
烏
丸
に
開
い
た
間
口
二
間
半

ほ
ど
の
古
着
・
木
綿
商
の
店
が
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

　東
京
進
出
は
明
治
三
十
三
年
。
当
時
の
京
橋

区
に
第
一
号
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
大
正
十

二
年
の
関
東
大
震
災
の
被
害
に
あ
っ
て
焼
失
。

三
つ
の
初
め
て
と
革
新
の
心

　髙
島
屋
日
本
橋
店
に
は
、
三
つ
の
「
初
め
て
」

が
あ
る
。

　一
つ
は
ビ
ル
が
竣
工
し
た
昭
和
八
年
、
日
本

の
百
貨
店
と
し
て
初
め
て
「
全
館
冷
暖
房
」
を

完
備
し
た
こ
と
。
当
時
の
宣
伝
コ
ピ
ー
は
「
東

京
で
暑
い
と
こ
ろ
、
髙
島
屋
を
出
た
と
こ
ろ
」

「
日
本
橋
で
軽
井
沢
の
涼
し
さ
を
」
で
あ
っ
た
。

　当
時
の
東
京
で
全
館
暖
房
さ
え
珍
し
く
、
ま

し
て
冷
房
の
き
い
た
店
内
は
庶
民
の
注
目
の
的

で
あ
っ
た
。

　二
つ
め
は
、
昭
和
四
十
年
に
初
め
て
「
屋
上

パ
ー
キ
ン
グ
」
を
設
置
し
た
こ
と
。
現
在
は
再

開
発
工
事
の
た
め
閉
鎖
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

車
ご
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
が
れ
る
屋
上
パ
ー

キ
ン
グ
は
、
物
珍
し
さ
も
あ
っ
て
大
き
な
話
題

と
な
っ
た
。

　そ
し
て
三
つ
め
は
、
平
成
二
十
一
年
に
百
貨

店
建
築
と
し
て
初
め
て
「
重
要
文
化
財
」
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
だ
。
西
洋
と
東
洋
が
融
和
し
た

の
「
釘
隠
し
」
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。

　店
内
に
足
を
踏
み
入
れ
て
、
ま
ず
眼
に
飛
び

こ
ん
で
く
る
の
は
、
格
天
井
を
支
え
て
立
ち
並

ぶ
巨
大
な
大
理
石
の
柱
。
一
階
と
二
階
の
二
層

分
が
広
い
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
。
柱
の
上

部
に
は
寺
社
建
築
に
見
ら
れ
る
肘ひ

じ
木き

の
デ
ザ
イ

ン
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
雷
文
や
ア
カ
ン
サ
ス
が

浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

　古
典
的
な
西
洋
建
築
を
主
体
と
し
な
が
ら
も
、

さ
り
げ
な
く
東
洋
的
な
趣
味
や
デ
ザ
イ
ン
を
採

り
入
れ
、
見
事
に
融
和
さ
せ
て
い
る
。
近
代
的

な
な
か
に
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
建
築

美
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
。

危
機
を
乗
り
越
え
た
建
築

　だ
が
髙
島
屋
日
本
橋
店
の
八
十
三
年
の
歴
史

の
な
か
で
、
そ
の
建
築
美
が
危
機
に
瀕
し
た
事

件
が
あ
っ
た
。

　昭
和
二
十
年
三
月
の
東
京
大
空
襲
で
あ
る
。

　こ
の
日
、
空
襲
警
報
が
鳴
っ
て
向
か
い
の
丸

善
ビ
ル
に
焼
夷
弾
が
落
ち
て
炎
上
、
髙
島
屋
の

地
下
か
ら
も
火
の
手
が
上
が
っ
た
。
店
内
に
は

五
百
人
ほ
ど
の
買
い
物
客
が
避
難
し
て
い
た
が
、

従
業
員
と
一
緒
に
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
必
死
の
消

火
に
あ
た
っ
た
。
お
か
げ
で
、
周
り
は
一
面
の

焼
け
野
原
に
な
っ
た
が
、
髙
島
屋
は
焼
失
の
危

機
を
免
れ
た
の
だ
。

　し
か
し
戦
後
に
な
っ
て
も
、
次
な
る
危
機
が

襲
う
。
平
成
二
十
三
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災

で
あ
る
。

　地
震
発
生
で
建
物
の
揺
れ
は
あ
っ
た
が
、
耐

震
補
強
工
事
が
完
了
し
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
被

害
は
生
じ
な
か
っ
た
。
だ
が
電
車
な
ど
の
交
通

網
は
ス
ト
ッ
プ
し
、
店
内
に
い
た
三
千
人
ほ
ど

の
人
々
は
身
動
き
が
と
れ
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

　混
乱
の
な
か
、
近
く
に
い
た
帰
宅
困
難
者
も

受
け
入
れ
、
備
蓄
し
て
い
た
水
や
乾
パ
ン
を
供

出
し
た
。
ま
た
夜
に
備
え
、
階
段
や
床
に
段
ボ

ー
ル
や
新
聞
紙
を
敷
い
て
簡
易
休
憩
所
と
し
、

余
震
に
不
安
を
募
ら
せ
な
が
ら
翌
朝
ま
で
の
時

間
を
凌
い
だ
。
後
日
、
多
く
の
感
謝
の
言
葉
が

寄
せ
ら
れ
、
店
舗
と
人
の
絆
を
感
じ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
な
っ
た
。

　そ
の
髙
島
屋
日
本
橋
店
に
、
い
ま
変
化
の
波

が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　周
辺
で
大
規
模
な
再
開
発
計
画
が
進
行
。
二

年
後
に
は
店
舗
の
北
側
と
東
側
に
高
層
ビ
ル
が

竣
工
の
予
定
で
あ
る
。
重
要
文
化
財
と
し
て
の

建
物
も
屋
上
庭
園
や
ア
ー
ケ
ー
ド
が
整
備
さ
れ
、

昭
和
初
期
の
佇
ま
い
を
残
し
つ
つ
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
増
改
築
を

経
た
も
の
の
、
古
さ
の
中
に
も
新
し
さ
の
あ
る

建
築
美
は
受
け
継
が
れ
る
。

　「変
わ
ら
な
い
の
に
新
し
い
」
が
信
条
。

　歴
史
あ
る
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、
時
代
を

先
取
り
す
る
革
新
の
心
は
、
こ
こ
に
も
生
き
て

い
る
。

和洋のデザインモチーフが融合した正面玄関の鉄扉。把手（とって）部分には悪魔から
人を守るといわれるアカンサスの花と雷文が組み合わされた文様が施されている

かつては行列ができた蓮弁文台座の
水飲み場。現在は蓋がされて不使用

大理石の長押部分に釘はないが、
釘隠しがデザインされている

雷文と花弁を組み合わせた幾何学模様の欄間が東洋風な雰囲気を漂わせている

西
洋
と
東
洋
が
融
和
し
た
百
貨
店
建
築

だ
が
震
災
後
の
復
興
は
早
く
、
翌
年
か
ら
銀
座

や
日
本
橋
で
百
貨
店
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
再
興
の
運

び
と
な
り
、
髙
島
屋
も
昭
和
八
年
に
現
在
の
地

に
再
建
さ
れ
た
。

　当
初
、
建
物
の
名
称
は
「
日
本
生
命
館
」
で
、

髙
島
屋
が
借
り
受
け
て
営
業
を
開
始
。
建
築
に

あ
た
っ
て
は
「
東
洋
趣
味
ヲ
基
調
ト
ス
ル
現
代

建
築
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た
。
西
洋
の
歴

史
様
式
に
中
国
や
和
風
建
築
の
意
匠
が
随
所
に

施
さ
れ
て
い
る
。

　外
壁
の
一
階
と
二
階
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は

重
厚
な
花
崗
岩
。
三
階
か
ら
七
階
ま
で
は
総
計

十
八
万
五
千
枚
に
お
よ
ぶ
タ
イ
ル
張
り
。
八
階

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
の
柱
の
間
に
は
ル
ネ
サ

ン
ス
様
式
の
半
円
形
の
ア
ー
チ
窓
が
並
ぶ
。

　そ
の
八
階
部
分
のひ
庇さ

し
に
は
神
社
仏
閣
な
ど
に

見
ら
れ
る
屋
根
の
垂た

る
木き

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
東

洋
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
だ
し
て
い
る
。

　
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
建
築
美

　玄
関
上
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
、
橋
や
寺
社
の

欄
干
に
見
ら
れ
る
擬ぎ

宝ぼ

珠し

を
模
し
た
装
飾
。
そ

の
バ
ル
コ
ニ
ー
を
支
え
る
よ
う
に
「

か蛙え
る

股ま
た

」
の

レ
リ
ー
フ
が
あ
る
。
本
来
、
蛙
股
は
寺
社
建
築

に
お
い
て
蛙
が
股
を
広
げ
た
形
で
上
部
の
荷
重

を
支
え
る
構
造
材
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
装
飾

化
し
て
デ
ザ
イ
ン
的
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
正
面
玄
関
の
重
々
し
い
鉄
扉
に
は
、

中
国
風
の
雷
文
や
西
洋
風
の
ア
カ
ン
サ
ス
の
文

様
が
混
在
。
見
上
げ
れ
ば
花
模
様
の
あ
る
格ご

う

天て
ん

井じ
ょ
うが

あ
り
、
雷
文
や
花
弁
が
描
か
れ
た
「
欄
間
」

が
あ
る
。
ま
た
、
大
理
石
の
長な

げ
押し

に
あ
た
る
場

所
に
は
、
釘
は
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
の
菱
形
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お店のシンボルのひとつ、
創建当時から使われてい
る手動式エレベーターで
す。案内係の女性がレバー
操作によってカゴの昇降
を制御しつつ、お客様の
安全確保とフロア案内を
実にエレガントに行いま
す。美しい立ち姿と声に、
思わずうっとり。

アトム の 視 点

髙島屋日本橋店を核とし
て、向かって左側に地上
32階建て、背後に26階建
てのビルを配した再開発
計画に、一抹の寂しさと
大きな期待感が去来しま
す。重要文化財を最大限
に活かした新旧融合の未
来都市。どんな化学反応
が起こるか楽しみですね。

I N F O R M A T I O N

建
物
全
体
が
意
匠
的
に
優
秀
で
あ
り
、「
建
築

作
品
と
し
て
完
成
度
が
高
く
、
わ
が
国
の
百
貨

店
建
築
を
代
表
す
る
も
の
」
と
評
価
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　こ
の
三
つ
の
「
初
め
て
」
を
含
め
、「
時
代
を

先
取
り
す
る
革
新
の
心
」
が
、
髙
島
屋
日
本
橋

店
を
語
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。

　
西
洋
と
東
洋
趣
味
の
融
和

　髙
島
屋
の
創
業
は
天
保
二
年（
一
八
三
一
年
）、

徳
川
家
斉
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
店
名
の
由

来
は
創
業
者
の
義
父
が
琵
琶
湖
西
岸
の
高
島
郡

（
現
・
高
島
市
）
の
出
身
だ
っ
た
こ
と
か
ら
。

義
父
は
商
才
に
た
け
た
近
江
商
人
で
、
米
穀
商

「
髙
島
屋
」
を
営
ん
で
い
た
。
そ
の
屋
号
を
譲

り
受
け
、
京
都
・
烏
丸
に
開
い
た
間
口
二
間
半

ほ
ど
の
古
着
・
木
綿
商
の
店
が
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

　東
京
進
出
は
明
治
三
十
三
年
。
当
時
の
京
橋

区
に
第
一
号
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
大
正
十

二
年
の
関
東
大
震
災
の
被
害
に
あ
っ
て
焼
失
。

三
つ
の
初
め
て
と
革
新
の
心

　髙
島
屋
日
本
橋
店
に
は
、
三
つ
の
「
初
め
て
」

が
あ
る
。

　一
つ
は
ビ
ル
が
竣
工
し
た
昭
和
八
年
、
日
本

の
百
貨
店
と
し
て
初
め
て
「
全
館
冷
暖
房
」
を

完
備
し
た
こ
と
。
当
時
の
宣
伝
コ
ピ
ー
は
「
東

京
で
暑
い
と
こ
ろ
、
髙
島
屋
を
出
た
と
こ
ろ
」

「
日
本
橋
で
軽
井
沢
の
涼
し
さ
を
」
で
あ
っ
た
。

　当
時
の
東
京
で
全
館
暖
房
さ
え
珍
し
く
、
ま

し
て
冷
房
の
き
い
た
店
内
は
庶
民
の
注
目
の
的

で
あ
っ
た
。

　二
つ
め
は
、
昭
和
四
十
年
に
初
め
て
「
屋
上

パ
ー
キ
ン
グ
」
を
設
置
し
た
こ
と
。
現
在
は
再

開
発
工
事
の
た
め
閉
鎖
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

車
ご
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
が
れ
る
屋
上
パ
ー

キ
ン
グ
は
、
物
珍
し
さ
も
あ
っ
て
大
き
な
話
題

と
な
っ
た
。

　そ
し
て
三
つ
め
は
、
平
成
二
十
一
年
に
百
貨

店
建
築
と
し
て
初
め
て
「
重
要
文
化
財
」
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
だ
。
西
洋
と
東
洋
が
融
和
し
た

の
「
釘
隠
し
」
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。

　店
内
に
足
を
踏
み
入
れ
て
、
ま
ず
眼
に
飛
び

こ
ん
で
く
る
の
は
、
格
天
井
を
支
え
て
立
ち
並

ぶ
巨
大
な
大
理
石
の
柱
。
一
階
と
二
階
の
二
層

分
が
広
い
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
。
柱
の
上

部
に
は
寺
社
建
築
に
見
ら
れ
る
肘ひ

じ
木き

の
デ
ザ
イ

ン
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
雷
文
や
ア
カ
ン
サ
ス
が

浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

　古
典
的
な
西
洋
建
築
を
主
体
と
し
な
が
ら
も
、

さ
り
げ
な
く
東
洋
的
な
趣
味
や
デ
ザ
イ
ン
を
採

り
入
れ
、
見
事
に
融
和
さ
せ
て
い
る
。
近
代
的

な
な
か
に
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
建
築

美
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
。

危
機
を
乗
り
越
え
た
建
築

　だ
が
髙
島
屋
日
本
橋
店
の
八
十
三
年
の
歴
史

の
な
か
で
、
そ
の
建
築
美
が
危
機
に
瀕
し
た
事

件
が
あ
っ
た
。

　昭
和
二
十
年
三
月
の
東
京
大
空
襲
で
あ
る
。

　こ
の
日
、
空
襲
警
報
が
鳴
っ
て
向
か
い
の
丸

善
ビ
ル
に
焼
夷
弾
が
落
ち
て
炎
上
、
髙
島
屋
の

地
下
か
ら
も
火
の
手
が
上
が
っ
た
。
店
内
に
は

五
百
人
ほ
ど
の
買
い
物
客
が
避
難
し
て
い
た
が
、

従
業
員
と
一
緒
に
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
必
死
の
消

火
に
あ
た
っ
た
。
お
か
げ
で
、
周
り
は
一
面
の

焼
け
野
原
に
な
っ
た
が
、
髙
島
屋
は
焼
失
の
危

機
を
免
れ
た
の
だ
。

　し
か
し
戦
後
に
な
っ
て
も
、
次
な
る
危
機
が

襲
う
。
平
成
二
十
三
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災

で
あ
る
。

　地
震
発
生
で
建
物
の
揺
れ
は
あ
っ
た
が
、
耐

震
補
強
工
事
が
完
了
し
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
被

害
は
生
じ
な
か
っ
た
。
だ
が
電
車
な
ど
の
交
通

網
は
ス
ト
ッ
プ
し
、
店
内
に
い
た
三
千
人
ほ
ど

の
人
々
は
身
動
き
が
と
れ
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

　混
乱
の
な
か
、
近
く
に
い
た
帰
宅
困
難
者
も

受
け
入
れ
、
備
蓄
し
て
い
た
水
や
乾
パ
ン
を
供

出
し
た
。
ま
た
夜
に
備
え
、
階
段
や
床
に
段
ボ

ー
ル
や
新
聞
紙
を
敷
い
て
簡
易
休
憩
所
と
し
、

余
震
に
不
安
を
募
ら
せ
な
が
ら
翌
朝
ま
で
の
時

間
を
凌
い
だ
。
後
日
、
多
く
の
感
謝
の
言
葉
が

寄
せ
ら
れ
、
店
舗
と
人
の
絆
を
感
じ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
な
っ
た
。

　そ
の
髙
島
屋
日
本
橋
店
に
、
い
ま
変
化
の
波

が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　周
辺
で
大
規
模
な
再
開
発
計
画
が
進
行
。
二

年
後
に
は
店
舗
の
北
側
と
東
側
に
高
層
ビ
ル
が

竣
工
の
予
定
で
あ
る
。
重
要
文
化
財
と
し
て
の

建
物
も
屋
上
庭
園
や
ア
ー
ケ
ー
ド
が
整
備
さ
れ
、

昭
和
初
期
の
佇
ま
い
を
残
し
つ
つ
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
増
改
築
を

経
た
も
の
の
、
古
さ
の
中
に
も
新
し
さ
の
あ
る

建
築
美
は
受
け
継
が
れ
る
。

　「変
わ
ら
な
い
の
に
新
し
い
」
が
信
条
。

　歴
史
あ
る
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、
時
代
を

先
取
り
す
る
革
新
の
心
は
、
こ
こ
に
も
生
き
て

い
る
。

中央通りに面したエントランスから続く吹き抜けスペース。1～ 2階の2層分の
高さを誇る大理石の柱が立ち並び、華やかさと豊かさを象徴する空間である

正面玄関上にある花崗岩でつくられたバルコニーには、かつての日本橋川に架かっ
ていた「日本橋」の欄干にあったといわれる擬宝珠がデザインされている

花模様があしらわれた格天井と和風のシャンデリア。竣工当時の洋風シャンデリア
は戦時中の金属類回収令により供出され、現在は村野藤吾デザインの2代目

昭和8年に竣工した髙島屋日本橋店。
高橋貞太郎設計による当時の建物の名称は日本生命館であった

昭和25年から4年間、タイからやってきた象の高子が屋上で
飼育され、曲芸を披露するなど子どもたちの人気者だった

軒を支えるのは「斗栱（ときょう）」とよ
ばれる寺社建築の組物のデザイン

柱頭部分には寺社建築に見られる肘木
をかたどり石膏彫刻が施されている

　髙島屋日本橋店

4所在地：東京都中央区日本橋2－4－1　4TEL. 03-3211-4111

4営業時間：10:30～19:30
　　　　　（地下2階・8階レストラン街、8階特別食堂は11:00～ 21:30まで営業）

4休館日：不定休

4交通：JR「東京駅」八重洲北口から徒歩5分　
　　　東京メトロ　銀座線・東西線「日本橋駅」B2出口　
　　　都営地下鉄　浅草線「日本橋駅」から徒歩4分

4重要文化財見学ツアー：毎月第 2金曜日 11:00／15:00
　　　　　　　　　　　　（各回約1時間　無料　ご予約制）

4ホームページ：http://www.takashimaya.co.jp

だ
が
震
災
後
の
復
興
は
早
く
、
翌
年
か
ら
銀
座

や
日
本
橋
で
百
貨
店
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
再
興
の
運

び
と
な
り
、
髙
島
屋
も
昭
和
八
年
に
現
在
の
地

に
再
建
さ
れ
た
。

　当
初
、
建
物
の
名
称
は
「
日
本
生
命
館
」
で
、

髙
島
屋
が
借
り
受
け
て
営
業
を
開
始
。
建
築
に

あ
た
っ
て
は
「
東
洋
趣
味
ヲ
基
調
ト
ス
ル
現
代

建
築
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た
。
西
洋
の
歴

史
様
式
に
中
国
や
和
風
建
築
の
意
匠
が
随
所
に

施
さ
れ
て
い
る
。

　外
壁
の
一
階
と
二
階
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は

重
厚
な
花
崗
岩
。
三
階
か
ら
七
階
ま
で
は
総
計

十
八
万
五
千
枚
に
お
よ
ぶ
タ
イ
ル
張
り
。
八
階

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
の
柱
の
間
に
は
ル
ネ
サ

ン
ス
様
式
の
半
円
形
の
ア
ー
チ
窓
が
並
ぶ
。

　そ
の
八
階
部
分
のひ
庇さ

し
に
は
神
社
仏
閣
な
ど
に

見
ら
れ
る
屋
根
の
垂た

る
木き

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
東

洋
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
だ
し
て
い
る
。

　
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
建
築
美

　玄
関
上
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
、
橋
や
寺
社
の

欄
干
に
見
ら
れ
る
擬ぎ

宝ぼ

珠し

を
模
し
た
装
飾
。
そ

の
バ
ル
コ
ニ
ー
を
支
え
る
よ
う
に
「

か蛙え
る

股ま
た

」
の

レ
リ
ー
フ
が
あ
る
。
本
来
、
蛙
股
は
寺
社
建
築

に
お
い
て
蛙
が
股
を
広
げ
た
形
で
上
部
の
荷
重

を
支
え
る
構
造
材
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
装
飾

化
し
て
デ
ザ
イ
ン
的
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
正
面
玄
関
の
重
々
し
い
鉄
扉
に
は
、

中
国
風
の
雷
文
や
西
洋
風
の
ア
カ
ン
サ
ス
の
文

様
が
混
在
。
見
上
げ
れ
ば
花
模
様
の
あ
る
格ご

う

天て
ん

井じ
ょ
うが

あ
り
、
雷
文
や
花
弁
が
描
か
れ
た
「
欄
間
」

が
あ
る
。
ま
た
、
大
理
石
の
長な

げ
押し

に
あ
た
る
場

所
に
は
、
釘
は
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
の
菱
形
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お店のシンボルのひとつ、
創建当時から使われてい
る手動式エレベーターで
す。案内係の女性がレバー
操作によってカゴの昇降
を制御しつつ、お客様の
安全確保とフロア案内を
実にエレガントに行いま
す。美しい立ち姿と声に、
思わずうっとり。

アトム の 視 点

髙島屋日本橋店を核とし
て、向かって左側に地上
32階建て、背後に26階建
てのビルを配した再開発
計画に、一抹の寂しさと
大きな期待感が去来しま
す。重要文化財を最大限
に活かした新旧融合の未
来都市。どんな化学反応
が起こるか楽しみですね。

I N F O R M A T I O N

建
物
全
体
が
意
匠
的
に
優
秀
で
あ
り
、「
建
築

作
品
と
し
て
完
成
度
が
高
く
、
わ
が
国
の
百
貨

店
建
築
を
代
表
す
る
も
の
」
と
評
価
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　こ
の
三
つ
の
「
初
め
て
」
を
含
め
、「
時
代
を

先
取
り
す
る
革
新
の
心
」
が
、
髙
島
屋
日
本
橋

店
を
語
る
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。

　
西
洋
と
東
洋
趣
味
の
融
和

　髙
島
屋
の
創
業
は
天
保
二
年（
一
八
三
一
年
）、

徳
川
家
斉
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
。
店
名
の
由

来
は
創
業
者
の
義
父
が
琵
琶
湖
西
岸
の
高
島
郡

（
現
・
高
島
市
）
の
出
身
だ
っ
た
こ
と
か
ら
。

義
父
は
商
才
に
た
け
た
近
江
商
人
で
、
米
穀
商

「
髙
島
屋
」
を
営
ん
で
い
た
。
そ
の
屋
号
を
譲

り
受
け
、
京
都
・
烏
丸
に
開
い
た
間
口
二
間
半

ほ
ど
の
古
着
・
木
綿
商
の
店
が
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

　東
京
進
出
は
明
治
三
十
三
年
。
当
時
の
京
橋

区
に
第
一
号
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
大
正
十

二
年
の
関
東
大
震
災
の
被
害
に
あ
っ
て
焼
失
。

三
つ
の
初
め
て
と
革
新
の
心

　髙
島
屋
日
本
橋
店
に
は
、
三
つ
の
「
初
め
て
」

が
あ
る
。

　一
つ
は
ビ
ル
が
竣
工
し
た
昭
和
八
年
、
日
本

の
百
貨
店
と
し
て
初
め
て
「
全
館
冷
暖
房
」
を

完
備
し
た
こ
と
。
当
時
の
宣
伝
コ
ピ
ー
は
「
東

京
で
暑
い
と
こ
ろ
、
髙
島
屋
を
出
た
と
こ
ろ
」

「
日
本
橋
で
軽
井
沢
の
涼
し
さ
を
」
で
あ
っ
た
。

　当
時
の
東
京
で
全
館
暖
房
さ
え
珍
し
く
、
ま

し
て
冷
房
の
き
い
た
店
内
は
庶
民
の
注
目
の
的

で
あ
っ
た
。

　二
つ
め
は
、
昭
和
四
十
年
に
初
め
て
「
屋
上

パ
ー
キ
ン
グ
」
を
設
置
し
た
こ
と
。
現
在
は
再

開
発
工
事
の
た
め
閉
鎖
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

車
ご
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
が
れ
る
屋
上
パ
ー

キ
ン
グ
は
、
物
珍
し
さ
も
あ
っ
て
大
き
な
話
題

と
な
っ
た
。

　そ
し
て
三
つ
め
は
、
平
成
二
十
一
年
に
百
貨

店
建
築
と
し
て
初
め
て
「
重
要
文
化
財
」
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
だ
。
西
洋
と
東
洋
が
融
和
し
た

の
「
釘
隠
し
」
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。

　店
内
に
足
を
踏
み
入
れ
て
、
ま
ず
眼
に
飛
び

こ
ん
で
く
る
の
は
、
格
天
井
を
支
え
て
立
ち
並

ぶ
巨
大
な
大
理
石
の
柱
。
一
階
と
二
階
の
二
層

分
が
広
い
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い
る
。
柱
の
上

部
に
は
寺
社
建
築
に
見
ら
れ
る
肘ひ

じ
木き

の
デ
ザ
イ

ン
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
雷
文
や
ア
カ
ン
サ
ス
が

浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る
。

　古
典
的
な
西
洋
建
築
を
主
体
と
し
な
が
ら
も
、

さ
り
げ
な
く
東
洋
的
な
趣
味
や
デ
ザ
イ
ン
を
採

り
入
れ
、
見
事
に
融
和
さ
せ
て
い
る
。
近
代
的

な
な
か
に
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
建
築

美
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
。

危
機
を
乗
り
越
え
た
建
築

　だ
が
髙
島
屋
日
本
橋
店
の
八
十
三
年
の
歴
史

の
な
か
で
、
そ
の
建
築
美
が
危
機
に
瀕
し
た
事

件
が
あ
っ
た
。

　昭
和
二
十
年
三
月
の
東
京
大
空
襲
で
あ
る
。

　こ
の
日
、
空
襲
警
報
が
鳴
っ
て
向
か
い
の
丸

善
ビ
ル
に
焼
夷
弾
が
落
ち
て
炎
上
、
髙
島
屋
の

地
下
か
ら
も
火
の
手
が
上
が
っ
た
。
店
内
に
は

五
百
人
ほ
ど
の
買
い
物
客
が
避
難
し
て
い
た
が
、

従
業
員
と
一
緒
に
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
必
死
の
消

火
に
あ
た
っ
た
。
お
か
げ
で
、
周
り
は
一
面
の

焼
け
野
原
に
な
っ
た
が
、
髙
島
屋
は
焼
失
の
危

機
を
免
れ
た
の
だ
。

　し
か
し
戦
後
に
な
っ
て
も
、
次
な
る
危
機
が

襲
う
。
平
成
二
十
三
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災

で
あ
る
。

　地
震
発
生
で
建
物
の
揺
れ
は
あ
っ
た
が
、
耐

震
補
強
工
事
が
完
了
し
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
被

害
は
生
じ
な
か
っ
た
。
だ
が
電
車
な
ど
の
交
通

網
は
ス
ト
ッ
プ
し
、
店
内
に
い
た
三
千
人
ほ
ど

の
人
々
は
身
動
き
が
と
れ
な
い
状
態
と
な
っ
た
。

　混
乱
の
な
か
、
近
く
に
い
た
帰
宅
困
難
者
も

受
け
入
れ
、
備
蓄
し
て
い
た
水
や
乾
パ
ン
を
供

出
し
た
。
ま
た
夜
に
備
え
、
階
段
や
床
に
段
ボ

ー
ル
や
新
聞
紙
を
敷
い
て
簡
易
休
憩
所
と
し
、

余
震
に
不
安
を
募
ら
せ
な
が
ら
翌
朝
ま
で
の
時

間
を
凌
い
だ
。
後
日
、
多
く
の
感
謝
の
言
葉
が

寄
せ
ら
れ
、
店
舗
と
人
の
絆
を
感
じ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
な
っ
た
。

　そ
の
髙
島
屋
日
本
橋
店
に
、
い
ま
変
化
の
波

が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　周
辺
で
大
規
模
な
再
開
発
計
画
が
進
行
。
二

年
後
に
は
店
舗
の
北
側
と
東
側
に
高
層
ビ
ル
が

竣
工
の
予
定
で
あ
る
。
重
要
文
化
財
と
し
て
の

建
物
も
屋
上
庭
園
や
ア
ー
ケ
ー
ド
が
整
備
さ
れ
、

昭
和
初
期
の
佇
ま
い
を
残
し
つ
つ
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
増
改
築
を

経
た
も
の
の
、
古
さ
の
中
に
も
新
し
さ
の
あ
る

建
築
美
は
受
け
継
が
れ
る
。

　「変
わ
ら
な
い
の
に
新
し
い
」
が
信
条
。

　歴
史
あ
る
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、
時
代
を

先
取
り
す
る
革
新
の
心
は
、
こ
こ
に
も
生
き
て

い
る
。

中央通りに面したエントランスから続く吹き抜けスペース。1～ 2階の2層分の
高さを誇る大理石の柱が立ち並び、華やかさと豊かさを象徴する空間である

正面玄関上にある花崗岩でつくられたバルコニーには、かつての日本橋川に架かっ
ていた「日本橋」の欄干にあったといわれる擬宝珠がデザインされている

花模様があしらわれた格天井と和風のシャンデリア。竣工当時の洋風シャンデリア
は戦時中の金属類回収令により供出され、現在は村野藤吾デザインの2代目

昭和8年に竣工した髙島屋日本橋店。
高橋貞太郎設計による当時の建物の名称は日本生命館であった

昭和25年から4年間、タイからやってきた象の高子が屋上で
飼育され、曲芸を披露するなど子どもたちの人気者だった

軒を支えるのは「斗栱（ときょう）」とよ
ばれる寺社建築の組物のデザイン

柱頭部分には寺社建築に見られる肘木
をかたどり石膏彫刻が施されている

　髙島屋日本橋店

4所在地：東京都中央区日本橋2－4－1　4TEL. 03-3211-4111

4営業時間：10:30～19:30
　　　　　（地下2階・8階レストラン街、8階特別食堂は11:00～ 21:30まで営業）

4休館日：不定休

4交通：JR「東京駅」八重洲北口から徒歩5分　
　　　東京メトロ　銀座線・東西線「日本橋駅」B2出口　
　　　都営地下鉄　浅草線「日本橋駅」から徒歩4分

4重要文化財見学ツアー：毎月第 2金曜日 11:00／15:00
　　　　　　　　　　　　（各回約1時間　無料　ご予約制）

4ホームページ：http://www.takashimaya.co.jp

だ
が
震
災
後
の
復
興
は
早
く
、
翌
年
か
ら
銀
座

や
日
本
橋
で
百
貨
店
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
再
興
の
運

び
と
な
り
、
髙
島
屋
も
昭
和
八
年
に
現
在
の
地

に
再
建
さ
れ
た
。

　当
初
、
建
物
の
名
称
は
「
日
本
生
命
館
」
で
、

髙
島
屋
が
借
り
受
け
て
営
業
を
開
始
。
建
築
に

あ
た
っ
て
は
「
東
洋
趣
味
ヲ
基
調
ト
ス
ル
現
代

建
築
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た
。
西
洋
の
歴

史
様
式
に
中
国
や
和
風
建
築
の
意
匠
が
随
所
に

施
さ
れ
て
い
る
。

　外
壁
の
一
階
と
二
階
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は

重
厚
な
花
崗
岩
。
三
階
か
ら
七
階
ま
で
は
総
計

十
八
万
五
千
枚
に
お
よ
ぶ
タ
イ
ル
張
り
。
八
階

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
の
柱
の
間
に
は
ル
ネ
サ

ン
ス
様
式
の
半
円
形
の
ア
ー
チ
窓
が
並
ぶ
。

　そ
の
八
階
部
分
のひ
庇さ

し
に
は
神
社
仏
閣
な
ど
に

見
ら
れ
る
屋
根
の
垂た

る
木き

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
東

洋
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
だ
し
て
い
る
。

　
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
建
築
美

　玄
関
上
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
、
橋
や
寺
社
の

欄
干
に
見
ら
れ
る
擬ぎ

宝ぼ

珠し

を
模
し
た
装
飾
。
そ

の
バ
ル
コ
ニ
ー
を
支
え
る
よ
う
に
「

か蛙え
る

股ま
た

」
の

レ
リ
ー
フ
が
あ
る
。
本
来
、
蛙
股
は
寺
社
建
築

に
お
い
て
蛙
が
股
を
広
げ
た
形
で
上
部
の
荷
重

を
支
え
る
構
造
材
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
装
飾

化
し
て
デ
ザ
イ
ン
的
要
素
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
正
面
玄
関
の
重
々
し
い
鉄
扉
に
は
、

中
国
風
の
雷
文
や
西
洋
風
の
ア
カ
ン
サ
ス
の
文

様
が
混
在
。
見
上
げ
れ
ば
花
模
様
の
あ
る
格ご

う

天て
ん

井じ
ょ
うが

あ
り
、
雷
文
や
花
弁
が
描
か
れ
た
「
欄
間
」

が
あ
る
。
ま
た
、
大
理
石
の
長な

げ
押し

に
あ
た
る
場

所
に
は
、
釘
は
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
の
菱
形
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塩浦 信太郎
信太工房主宰／カラク
リ作家。博物館や科学
館へのカラクリの貸し
出し、ホテルなどから
のオーダーによる作品
制作、ほかにデパート
各店での展示販売な
どを行っている

鏡の裏に隠された謎とは?

歴史的に見ても銀は、金と同じように人々
が追い求めてきた金属です。ラ・プラタ川
（アルゼンチン・ポルトガル語で銀の川）、タ
スコ（メキシコ・銀の採掘によってできた街）
など数えればきりがないほど地名などに使
われています。銀は過去から現代において
も人類にとって特に身近な金属なのかもし
れません。アクセサリーとしてはもとより、
食器として生活一般に幅広く使われてきま
した。
また昔の権力者は多くの場合、銀の器を持
ち歩いていました。チンギス・ハーンも敵と
和議を挙げるときには自ら銀の杯を差し出
しました。その理由は、銀は毒物に対して敏
感に反応するため、もし毒を盛られた場合
器の中が変色するからです。

それに加え、銀には優れた殺菌力があり、そ
れは塩素の約10倍あるといわれています。
日本には「○○銀座」と名付けられた商店街
が各地にありますが、元祖はやはり東京の
銀座です。銀座は江戸時代に幕府の銀貨鋳
造所がこの地にあったことから名付けられ
ました。
もうひとつ銀でおもしろい発見といいます
と、鏡をほんの少し斜めからよく見ると光
の具合により顔が二重に見えることがあり
ます。これは乱視になったわけではなく、鏡
のガラスの裏側に塗られた硝酸銀（銀を硝
酸で溶いた溶液）の皮膜とガラスの表面に
同時に自分の顔が映し出されることによる
ものです。

素材を知る 銀
HOUSE

　　　

C
LO

S
ET
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石
の神

様   

仏
様 21

豊川稲荷 霊狐塚（愛知県豊川市）

お稲荷さんは一般には神社ですが、ここ豊川稲荷は豐川閣妙

嚴寺というお寺で、狐の石像が1000体以上ある霊狐塚と、参

道に並ぶ稲荷寿司の店が人気。神社のお稲荷さんには稲荷神

が祀られますが、こちらに祀られているのは荼枳尼天という

インド由来の仏様。日本では白い狐に乗る天女の姿で表わさ

れるため、狐繋がりで、稲荷神と同一視されるようになった

ようです。

6JR飯田線 豊川駅から徒歩3分

愛
知
県
豊
川
市
　豊
川
稲
荷 

霊
狐
塚

つ
い
て
な
い
? 

そ
れ
と
も
憑
い
て
い
る
?

お
寺
や
神
社
の
境
内
の
片
隅
や
道
す
が
ら
に
ひ
っ
そ
り
と
立
つ
、

石
の
神
様
・
仏
様
。時
に
よ
っ
て
は
、立
派
な
お
堂
の
中
に
祀
ら
れ
た

国
宝
の
仏
像
よ
り
も
力
強
く
、わ
た
し
た
ち
に
何
か
を
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。

狐
は
人
を
化
か
す
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、

僕
た
ち
は
、
人
間
の
方
が
ず
っ
と
恐
い
と
思
っ
て
る
。

森
の
奥
で
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
る
の
に
、
人
間
が
勝
手
に
や
っ
て
き
て
、

「
わ
あ
、
こ
こ
は
恐
い
と
こ
ろ
だ
」
な
ん
て
言
う
ん
だ
。

だ
か
ら
ね
、
時
々
、
い
た
ず
ら
を
す
る
狐
も
い
る
ん
だ
よ
。

最
近
何
を
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
と
思
っ
た
ら
、

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
を
探
し
て
み
よ
う
。

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
森
か
ら
小
さ
な
狐
を

連
れ
て
来
て
し
ま
っ
た
か
も
知
れ
な
い
か
ら
ね
。

も
し
も
狐
を
見
つ
け
た
ら
、

「
好
き
な
だ
け
、
こ
こ
に
い
て
い
い
よ
」
と
言
っ
て
、

お
稲
荷
さ
ん
を
お
供
え
し
よ
う
。

そ
う
す
る
と
、
僕
た
ち
は
い
た
ず
ら
を
や
め
て
、

あ
な
た
の
た
め
に
よ
く
働
く
よ
う
に
な
る
。

人
間
が
よ
く
言
う
、「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
。

何
か
悪
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
嘆
い
て
ば
か
り
い
て
も
、

決
し
て
よ
く
は
な
ら
な
い
。

同
じ
出
来
事
で
も
、
捉
え
方
ひ
と
つ
で
、

先
々
よ
い
方
向
に
持
っ
て
い
け
る
よ
ね
。

今
、
逆
境
に
あ
る
人
は
、
こ
ん
な
言
葉
を
唱
え
、
笑
っ
て
み
て
欲
し
い
な
。

「
こ
の
ご
ろ
何
だ
か
つ
い
て
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

こ
れ
か
ら
は
、
狐
が
憑
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」

文・写真　吉田さらさ　寺と神社の旅研究家

寺、神社、仏像に関する執筆と講師が主な仕事。取材旅行を重

ねるうちに、石の神様、仏様の像の魅力に気づき、写真を撮って

「お言葉」を考えるのがライフワークとなった。2014年秋に、撮

りためた写真をまとめた本『明日がちょっと幸せになるお地

蔵さまのことば』（ディスカヴァー・トゥエンティワン）を上梓。

その他、『近江若狭の仏像』、『石仏・石の神を旅する』（いずれ

もJTBパブリッシング）など、著書多数 

http: //sarasa77.hatenablog.com/

クリタタカシ│野菜農家「キレド」代表。サラリーマン時代に出会った「梨の
ような大根」に感銘を受け、農業の道に。現在は千葉県四街道市にて、年間
150種類以上の野菜を栽培している。「野菜の一生をみる」「レストランでしか
食べられないような野菜を、食卓にも」を基本理念として活動中。同県千葉市
には、とれたて野菜を味わうことのできる「キレドベジタブルアトリエ」も。

キレドベジタブルアトリエ
千葉県千葉市若葉区小倉台 5 -13- 4-1F　
 http:/ /www.kiredo.com

大
人
の
苦
み
と
二
面
性
。

は
じ
め
ま
し
て
、

ト
レ
ビ
ス
で
す

今
夏
も
畑
に
顔
を
出
し
た
、

美
し
い
紫
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。

キ
ク
科
・
チ
コ
リ
ー
と
い
う
野
菜
の
一
種
、

ト
レ
ビ
ス
で
す
。

紫
キ
ャ
ベ
ツ
の
よ
う
な
風
貌
で
す
が
、

味
は
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。

特
徴
は
、
コ
ク
の
あ
る
ほ
ろ
苦
さ
。

そ
の
ま
ま
サ
ラ
ダ
に
入
れ
る
だ
け
で
も
、

良
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
キ
レ
ド
の
オ
ー
ナ
ー
栗
田
さ
ん

に
言
わ
せ
れ
ば
、

「
ト
レ
ビ
ス
は
炒
め
て
ク
リ
ー
ム
パ
ス
タ
に

い
れ
る
の
が
い
ち
ば
ん
」。

独
特
の
苦
み
が
チ
ー
ズ
や
生
ク
リ
ー
ム
と

混
ざ
り
合
い
、
途
端
に
、
思
い
も
寄
ら
な
い

優
し
い
味
に
な
る
そ
う
で
す
。

こ
の
夏
は
ト
レ
ビ
ス
の
二
面
性
を

楽
し
ん
で
み
て
は
?

ベジタブルアトリエ

photo by 吉田周平
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石
の神

様   

仏
様 21

豊川稲荷 霊狐塚（愛知県豊川市）
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く
よ
う
に
な
る
。

人
間
が
よ
く
言
う
、「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」
と
は
、
そ
う
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う
こ
と
な
ん
だ
。

何
か
悪
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
嘆
い
て
ば
か
り
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て
も
、

決
し
て
よ
く
は
な
ら
な
い
。

同
じ
出
来
事
で
も
、
捉
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方
ひ
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で
、

先
々
よ
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向
に
持
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け
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ね
。

今
、
逆
境
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あ
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は
、
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な
言
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唱
え
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笑
っ
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な
。

「
こ
の
ご
ろ
何
だ
か
つ
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い
た
け
れ
ど
、
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は
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が
憑
い
て
い
る
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ら
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丈
夫
」
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http: //sarasa77.hatenablog.com/

クリタタカシ│野菜農家「キレド」代表。サラリーマン時代に出会った「梨の
ような大根」に感銘を受け、農業の道に。現在は千葉県四街道市にて、年間
150種類以上の野菜を栽培している。「野菜の一生をみる」「レストランでしか
食べられないような野菜を、食卓にも」を基本理念として活動中。同県千葉市
には、とれたて野菜を味わうことのできる「キレドベジタブルアトリエ」も。

キレドベジタブルアトリエ
千葉県千葉市若葉区小倉台 5 -13- 4-1F　
 http:/ /www.kiredo.com

大
人
の
苦
み
と
二
面
性
。

は
じ
め
ま
し
て
、

ト
レ
ビ
ス
で
す

今
夏
も
畑
に
顔
を
出
し
た
、

美
し
い
紫
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
。

キ
ク
科
・
チ
コ
リ
ー
と
い
う
野
菜
の
一
種
、

ト
レ
ビ
ス
で
す
。

紫
キ
ャ
ベ
ツ
の
よ
う
な
風
貌
で
す
が
、

味
は
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。

特
徴
は
、
コ
ク
の
あ
る
ほ
ろ
苦
さ
。

そ
の
ま
ま
サ
ラ
ダ
に
入
れ
る
だ
け
で
も
、

良
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
キ
レ
ド
の
オ
ー
ナ
ー
栗
田
さ
ん

に
言
わ
せ
れ
ば
、

「
ト
レ
ビ
ス
は
炒
め
て
ク
リ
ー
ム
パ
ス
タ
に

い
れ
る
の
が
い
ち
ば
ん
」。

独
特
の
苦
み
が
チ
ー
ズ
や
生
ク
リ
ー
ム
と

混
ざ
り
合
い
、
途
端
に
、
思
い
も
寄
ら
な
い

優
し
い
味
に
な
る
そ
う
で
す
。

こ
の
夏
は
ト
レ
ビ
ス
の
二
面
性
を

楽
し
ん
で
み
て
は
?

ベジタブルアトリエ

photo by 吉田周平
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引き残し用可動戸当りフリクションハンドル
［ 新製品 ］

握りバータイプのハンドルで、握り部分は
ラバーコートされています。引戸の開閉時
にハンドル部分に誤って寄りかかってし
まっても、ハンドルが床に接地して引戸の
動きを抑制し、金具の破損やレールへの負
担を軽減します。また転倒の予防も期待で
きます。

連動引戸3枚シンクロユニット
［ ご提案品 ］

ユニット式の連動引戸です。ワイヤーシン
クロユニットにより1枚の戸を操作するこ
とで残りの戸も連動してスムーズに開閉し
ます。3本引きにすることで、2本引きより
も開けたときの開口部が大きく取れること
がメリットです。

ご来場くださいましたお客様に厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。

2016 春の新作発表会レポート

What is ATOM?

去る4月、大阪と東京でアトムリビンテック「2016春の新作発表会」を開催いたしました。両ショールーム

とも多くのお客様にご来場いただき、新製品やご提案品の数々を御覧いただきました。東京会場にて同時開

催した東海大学産学共同作品展の作品とともに、会場の様子とピックアップ商品をご紹介いたします。

大阪会場
アトム住まいの

金物ギャラリー大阪

東京会場
アトムCSタワー

戸当りを「倒す」「起こす」という動作で引
戸の引き残し寸法を変えられます。バネが
内蔵されていて一度引っ張ってからセッ
トする構造のため、使用中に戸当りが動い
てしまうことがありません。また引戸を傷
つけないよう、戸当り部や座金にもクッシ
ョンが付いています。

コネクト 時沢 斐奈

生活行動の自然な流れで片付けが
できるフック。フックは移動可能で、
成長に応じて数を増やしたり、位置
を変えて使うことができます。

星角プラネット 住谷 優彰

部屋の隅に星空が浮かびあがる
コーナーシェルフ。部屋の中でも星
空を見て心を和ませられるような
空間を演出します。

まいんポケット 山口 佳美

ぼく・わたし専用の毎日の必要なもの
を入れるポケット。忘れもの防止にも
なり、観覧車のように回してポケット
のものを手元で取ることができます。

ATTENT ION 小山 拓哉

離れて暮らす家族の気配を伝える
パネル。センサーが内蔵されたパネ
ルが相手のシルエットを伝え、離れ
ていても家族の存在が感じられます。

ドコデモフック 土田 菜摘

自由に場所が選べるフック。迷路の
ような形状で、片付けの苦手な子ど
もたちにもゲーム感覚で楽しんで
もらえます。

sunny Time 山中 悠二郎

晴れの日の良さを再認識する窓装
飾。立体化することで前後のズレを
作り、陽光の変化や晴天の暖かさを
視覚的にも楽しめます。

nikori 飯島 朱音

中身の重さによって表情が変わる
引き出し。片付けをする新しいきっ
かけを作り、マイナスイメージの強
い片付けを楽しい習慣へと変えます。

茸葉 ─マッシュリーフ 石田 絵里奈

スタンドライト型の間接照明。癒し
の効果があると言われる木漏れ日
やロウソクの炎のゆらぎを、灯りに
よって表現しています。

東京会場同時開催
ATOM×TOKAI
産学共同作品展

今年で9回目となる、東海大学教養学部芸術
学科デザイン学課程の学生さんたちによる作
品展。今回のテーマは「BASE」。豊かな生活
を生み出すBASEとなるものを、それぞれの
視点から提案した作品が並びました。
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文
　倉
田
ひ
さ
し

　長
野
県
生
ま
れ
。
日

本
脚
本
家
連
盟
員
、
日
本
放
送
作
家
協
会

会
員
。
女
性
誌
や
社
内
報
誌
編
集
記
者
を

経
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
。
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
執
筆
の
ほ
か
、
ラ
ジ

オ
・
Ｔ
Ｖ
の
番
組
企
画
、
台
本
づ
く
り
に

関
わ
る
。著
書『
松
本
山
雅
も
の
が
た
り
』

写
真
　齊
藤
文
護

　一
九
八
〇
年 

日
本
大

学
芸
術
学
部
写
真
学
科
卒
業
。
日
本
広
告

写
真
家
協
会
会
員
、
京
都
写
真
芸
術
家
協

会
会
員
。伊
勢
国
一
ノ
宮 

椿
大
神
社 

専
属

撮
影
、山
王
総
本
宮
日
吉
大
社 

H
P
写
真

コ
ー
ナ
ー
担
当
。「
こ
こ
ろ
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
草
の
根
っ
こ
の
写
真
の
会
」
主
宰

四
国

　徳
島
│
高
知
│
愛
媛
│
香
川

眼
の
前
に
在
る
の
は
、
広
大
に
し
て
無
辺
な
空
と
海
。

荒
々
し
い
風
と
波
し
ぶ
き
が
岸
壁
を
襲
い
、

雲
が
大
空
を
龍
の
ご
と
く
翔
る
。

そ
こ
に
地
球
の
原
始
の
胎
動
が
あ
り
、
生
命
の
息
吹
が
あ
っ
た
。

曼
荼
羅
の
宇
宙
観
を
魂
の
先
達
と
し
て
、

白
衣
を
身
に
ま
と
い
、
白
地
下
足
袋
に
手
甲
脚
絆
、

頭
上
に
菅
笠
、
手
に
は
数
珠
と
金
剛
杖
。

四
国
八
十
八
ヶ
所
、
霊
場
を
め
ぐ
る
巡
礼
の
旅
は
、

と
き
に
白
装
束
が
、
そ
の
ま
ま
死
装
束
と
な
っ
た
。

菅
笠
に
墨
書
さ
れ
た
教
え
に
曰
く
、

人
は
欲
や
悩
み
、
哀
し
み
に
迷
う
が
ゆ
え
に
心
に
城
壁
を
築
く
。

そ
の
煩
悩
か
ら
解
き
放
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
る
と
き
、

心
身
は
浄
め
ら
れ
、
心
に
安
ら
ぎ
が
訪
れ
る
。

宇
宙
に
は
本
来
、
東
も
西
も
な
く
、
南
も
北
も
な
い
の
だ
、
と
。

四
国
遍
路
の
旅
は
、
同
行
二
人
。

た
だ
ひ
た
す
ら
に
結
願
を
求
め
て
歩
め
ば
、

苦
難
と
修
行
の
道
程
の
そ
の
先
に
、

涅
槃
の
世
界
が
静
か
に
微
笑
ん
で
い
る
。

題字　井村俊則（アーバンスタイル事業部）

徳島

高知愛媛

香川
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文
　倉
田
ひ
さ
し

　長
野
県
生
ま
れ
。
日

本
脚
本
家
連
盟
員
、
日
本
放
送
作
家
協
会

会
員
。
女
性
誌
や
社
内
報
誌
編
集
記
者
を

経
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
。
ル
ポ
ル
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ジ
ュ
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
執
筆
の
ほ
か
、
ラ
ジ

オ
・
Ｔ
Ｖ
の
番
組
企
画
、
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本
づ
く
り
に

関
わ
る
。著
書『
松
本
山
雅
も
の
が
た
り
』

写
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藤
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護
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九
八
〇
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日
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学
芸
術
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部
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学
科
卒
業
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日
本
広
告

写
真
家
協
会
会
員
、
京
都
写
真
芸
術
家
協

会
会
員
。伊
勢
国
一
ノ
宮 

椿
大
神
社 

専
属

撮
影
、山
王
総
本
宮
日
吉
大
社 

H
P
写
真

コ
ー
ナ
ー
担
当
。「
こ
こ
ろ
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
草
の
根
っ
こ
の
写
真
の
会
」
主
宰

四
国

　徳
島
│
高
知
│
愛
媛
│
香
川

眼
の
前
に
在
る
の
は
、
広
大
に
し
て
無
辺
な
空
と
海
。

荒
々
し
い
風
と
波
し
ぶ
き
が
岸
壁
を
襲
い
、

雲
が
大
空
を
龍
の
ご
と
く
翔
る
。

そ
こ
に
地
球
の
原
始
の
胎
動
が
あ
り
、
生
命
の
息
吹
が
あ
っ
た
。

曼
荼
羅
の
宇
宙
観
を
魂
の
先
達
と
し
て
、

白
衣
を
身
に
ま
と
い
、
白
地
下
足
袋
に
手
甲
脚
絆
、

頭
上
に
菅
笠
、
手
に
は
数
珠
と
金
剛
杖
。

四
国
八
十
八
ヶ
所
、
霊
場
を
め
ぐ
る
巡
礼
の
旅
は
、

と
き
に
白
装
束
が
、
そ
の
ま
ま
死
装
束
と
な
っ
た
。

菅
笠
に
墨
書
さ
れ
た
教
え
に
曰
く
、

人
は
欲
や
悩
み
、
哀
し
み
に
迷
う
が
ゆ
え
に
心
に
城
壁
を
築
く
。

そ
の
煩
悩
か
ら
解
き
放
た
れ
、
悟
り
の
境
地
に
至
る
と
き
、

心
身
は
浄
め
ら
れ
、
心
に
安
ら
ぎ
が
訪
れ
る
。

宇
宙
に
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来
、
東
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西
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な
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、
南
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北
も
な
い
の
だ
、
と
。

四
国
遍
路
の
旅
は
、
同
行
二
人
。

た
だ
ひ
た
す
ら
に
結
願
を
求
め
て
歩
め
ば
、

苦
難
と
修
行
の
道
程
の
そ
の
先
に
、

涅
槃
の
世
界
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静
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い
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卸売事業部　中川 拓也
アトム商品取り扱い代理店への卸営業を担当

アトム社員がリレーでお届け
オフタイムの過ごし方

　私
は
学
生
の
と
き
に
旅
行
に
は
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
特

に
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
初
め
て
の
海
外
旅
行
の

カ
ナ
ダ
〜
ア
メ
リ
カ
の
横
断
旅
行
で
す
。
き
っ
か
け
は
当

時
、
某
局
の
テ
レ
ビ
番
組
で
や
っ
て
い
た
、
大
陸
横
断
ヒ

ッ
チ
ハ
イ
ク
の
旅
で
す
。
大
リ
ー
グ
を
観
る
と
い
う
目
的

を
つ
く
り
、
約
1
カ
月
間
で
北
米
大
陸
を
西
海
岸
〜
東
海

岸
を
バ
ス
で
横
断
す
る
旅
行
を
計
画
し
ま
し
た
。

　『地
球
の
歩
き
方
』
で
勉
強
し
、
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
に
往

復
航
空
券
、
バ
ス
周
遊
券
に
少
し
の
お
金
、
カ
メ
ラ
を
詰

め
込
ん
で
、
渡
航
し
ま
し
た
。
宿
泊
は
、
2
段
ベ
ッ
ド
が

い
く
つ
か
並
ぶ
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
。
食
堂
、
洗
面
所
は
も

ち
ろ
ん
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
も
共
同
。
宿
泊
費
用
も
安
い

せ
い
か
、
日
本
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
の
人
と
触
れ
合
え
る
最
良
な
宿
泊
所
に
な
り
ま
す

（
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
し
た
が
…
）。

　大
自
然
を
堪
能
し
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
乗
馬
、
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
観
戦
、
ナ

イ
ア
ガ
ラ
観
光
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
自
由
の
女
神
、
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
、ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
。日
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

海
外
の
方
と
出
会
い
、
助
け
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

体
験
で
き
た
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

　百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
環
境
に

飛
び
込
ん
で
み
れ
ば
、
聞
く
こ
と
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
は
ま
だ
子
ど
も
が
小
さ
い
こ
と

も
あ
り
、
子
ど
も
と
の
時
間
が
生
活
の
中
心
で
、
家
族
で

は
日
帰
り
旅
行
や
温
泉
旅
館
で
の
ん
び
り
す
る
く
ら
い
で

す
が
、
ま
た
い
つ
か
時
間
が
で
き
れ
ば
、
計
画
を
立
て
、

の
ん
び
り
長
期
間
の
旅
行
が
で
き
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

1996年夏に体験したカナディアンロッキーのラフティング。
白波が立つほどの激流で、景色を楽しむ余裕はありません

編 集 後 記

173号から5年間にわたり連載してきました「アトムCSタワー
のエコ活動」が、191号をもちまして終了となりました。プロデュ
ースをご担当いただいた矢野TEAさん、どうもありがとうござい
ました。今後一層のご活躍をお祈りいたします。
そして今号からは「ベジタブルアトリエ」の連載がスタート。表紙
連動企画となっています。千葉県四街道市の野菜農家「キレド」
が生産する珍しい野菜、変わった野菜、農場オーナーの栗田さん
いわく「おもしろい」野菜を、おいしい食べ方とともに、毎号紹介
していきます。お楽しみに !　 〈レレレのレ〉

おしゃれな誌面で毎号読みごたえがあり、楽しみにしています。
桜の写真に春を感じました!! 〈東京都　H・H様　男性〉

窓についての歴史、各国の特徴など、興味深く読ませていただ
きました。国内外、夫と旅行をするのが趣味ですが、その際には
「窓」に注目して街歩きを楽しみたいと思います。
 〈神奈川県　Satoko様　女性〉

家を演出している「窓」の記事がとても面白く、感じるものがあ
りました。家という自分のテリトリーから、外をとりいれるこ
とができる窓。窓ひとつに、たくさんの物語が生まれているこ
とに気付くことのできた素敵な記事でした。 〈東京都　C・I様　女性〉

ギャラリーショップKANAGUさんの商品（新商品や売れ筋
BEST10等）紹介してほしいです。 〈大阪府　B・I様　女性〉

各都道府県の各種の話題、建物、茶室ほかを取りあげてくださ
い。特に特殊な金物があればお願いします。 〈鳥取県　N・T様　男性〉

日本家屋や城などを金物メーカーとしての視点で古い金物に焦
点をあてて取り上げて頂けるとおもしろそうだと思いました。
兼六園にある成巽閣など凝ったディテールのものがたくさんあ
るので取り上げてほしいです。 〈愛知県　F・M様　女性〉

日野宿本陣は文化遺産としてだけではなく、木工の芸術品とし
てもすばらしいですね。現在の値段ではもう作れないものですね。
材料もなく、技術もなく、これからは空間に全方向CGで再現さ
れるのでしょうか…。ある意味バーチャルでも楽しみですが!!
 〈大阪府　A・K様　男性〉

詳しくは当社 IRサイトをご覧ください www.atomlt.com/ ir

アトムリビンテックは
「日経 IR・投資フェア2016」に出展します !

8月26日（金）、27日（土）の両日、東京ビッグサイトで開催される日

本経済新聞社主催の「日経 IR・投資フェア2016」に出展します。当

日は、当社ブースにてマンツーマンによる会社説明を行うとともに、

特設会場にて会社説明会を実施します。ご来場お待ちしております。

I N F O R M AT I O N

取材・文・イラスト　塩浦信太郎

ス ロ ー ラ イ フ を 実 践 し て い る 人 や 空 間 を レ ポ ー ト

4屋久島・森の旅人 profi le 高田 健太・奈央［たかだ けんた・なお］

健太さんは、海洋生物学の勉強をしたいと1990年に渡米し、アメリカの大学へ留学したが、大学が海か
ら離れていたため専攻を変更して生態学（エコロジー）を学ぶ。その後アメリカの国立公園でフィール
ドワークをしているときに「ジャイアント・セコイア」に出合い、樹木に興味を持ち始めた。奈央さんは、
家族でブラジルに移住し、その後日本に帰国するも、日本になじめず、高校からアメリカへ留学。そこ
でふたりは出会い、その後運命的にふたりで訪れた屋久島に魅了され、屋久島に根を下ろした

HP: http//www.moritabi.com

Mail: morino-tabibito@kpb.biglobe.ne.jp

TEL & FAX: 0997– 42 – 3495

高田夫妻は、屋久島で『屋久島・森の旅人』を主宰しています。森の旅人では、

山、海、川などさまざまなフィールドで島を楽しむツアーのガイドを行ってい

ます。自然と人間の架け橋になることがおおいなる神様から与えられた自分

たちの役目だと高田夫妻は言います。「皆さんも一緒に屋久島を体感してくだ

さい。屋久島はあなたを待っています。屋久島の森を体感したら必ず

癒され、元気になって本来の自分に戻ります」
屋久島篇・2
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BEST10等）紹介してほしいです。 〈大阪府　B・I様　女性〉

各都道府県の各種の話題、建物、茶室ほかを取りあげてくださ
い。特に特殊な金物があればお願いします。 〈鳥取県　N・T様　男性〉
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てもすばらしいですね。現在の値段ではもう作れないものですね。
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れるのでしょうか…。ある意味バーチャルでも楽しみですが!!
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タオル掛け
ペーパーホルダー

棚 など

補助手摺り
傘立て
室内ドアのレバー
戸当り
ドア用丁番
玄関用収納椅子 など

引手・戸車・明かり採り
引戸錠・大型取手・ステー
引戸ソフトクローズ など

折戸・引戸システム金具
ハンガーパイプ・フック

キャスター・デスク用金物 など

扉のマグネットキャッチ
ツマミ・ハンドル・耐震ラッチ
スライド丁番・スライドレール など

ここにも、あそこにも、ATOMの金物。ここにも、あそこにも、ATOMの金物。
アトムブランドは信頼と高品質の証。これからも快適な暮らしを支えていきます。アトムブランドは信頼と高品質の証。これからも快適な暮らしを支えていきます。
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http:// www.atomlt .com

■本社／〒110-8680 東京都台東区入谷1-27-4 TEL.03-3876-0600（代表）

■アトムCSタワー／〒105-0004 東京都港区新橋4-31-5

■アトム住まいの金物ギャラリー大阪事業所／〒564-0052 大阪府吹田市広芝町18-5
TEL.06-6821-7281　　FAX.06-6821-7282

■札幌営業所／〒060-0907 北海道札幌市東区北七条東三丁目28-32 井門札幌東ビル1F
TEL.011-748-3113　　FAX.011-753-3015

■前橋営業所／〒371-0805 群馬県前橋市南町3-72-7
TEL.027-223-2651　　FAX.027-223-2661

■広島営業所／〒733-0031 広島県広島市西区観音町16-9 みさおビル1F
TEL.082-291-4235　　FAX.082-291-4880
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